
も く じ

今
年
１
月
か
ら
４
月
ま
で
、
私
の
所
属
す
る
農
政

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
で
、「
検
証
・
日
本
農
業
担
い
手

の
確
保
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
会
を
開
催
し
た
。

昨
年
３
月
末
が
策
定
期
限
と
さ
れ
た
「
地
域
計
画
」

で
は
、
10
年
後
の
担
い
手
が
明
確
化
し
た
の
は
全
体
の

1
割
し
か
な
く
、
6
割
は
現
況
地
図
（
現
在
の
耕
作
者

を
70
代
以
上
も
含
め
て
10
年
後
の
担
い
手
に
位
置
づ

け
）、
残
り
3
割
は
現
在
で
も
担
い
手
が
い
な
い
こ
と
が

判
明
し
、
全
体
の
9
割
は
10
年
後
の
担
い
手
が
見
通
せ

な
い
現
実
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

も
っ
と
も
、
現
場
に
い
る
読
者
の
多
く
は
、
す
で
に

実
感
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
過
疎
高
齢
化
が
進
む
中
、

農
業
の
担
い
手
に
限
ら
ず
「
こ
の
地
域
は
自
分
た
ち
の

代
で
終
わ
り
」「
も
う
手
遅
れ
」
と
い
う
声
を
聞
く
た
び
、

私
自
身
、
ど
う
返
事
を
し
た
ら
い
い
の
か
言
葉
に
詰
ま

る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と

は
受
け
止
め
た
上
で
、
そ
れ
で
も
と
き
ど
き
、
希
望
を

感
じ
る
現
場
に
出
会
う
こ
と
も
伝
え
た
い
と
思
う
。

「
集
落
は
生
き
て
い
る
と
本
当
に
感
じ
る
」
―
―
新
潟

県
の
農
業
委
員
の
友
人
は
、
こ
ん
な
話
を
し
て
く
れ
た
。

２
年
前
、
地
域
計
画
の
「
目
標
地
図
」
の
説
明
に
訪
れ

た
際
、「
う
ち
の
集
落
は
今
の
ま
ま
で
い
い
。
将
来
の
担

い
手
は
い
な
い
」
と
話
し
合
い
に
後
ろ
向
き
だ
っ
た
集

落
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
３
ha
の
農
地
斡
旋
が
出
た
と
き
、
集
落

内
で
経
営
継
承
し
た
ば
か
り
の
30
代
の
農
家
が
「
俺
、

借
り
て
も
い
い
よ
」
と
言
い
出
す
と
、
集
落
の
雰
囲
気

が
変
わ
っ
た
。
3
ha
の
う
ち
条
件
不
利
地
は
集
落
の
高

齢
者
た
ち
が
引
き
受
け
、
代
わ
り
に
優
良
農
地
を
用
意

す
る
な
ど
、
そ
の
若
手
農
家
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
な

動
き
が
生
ま
れ
、
集
落
の
今
後
に
向
け
た
話
し
合
い
も

始
ま
っ
た
と
い
う
。

新
た
な
「
人
」
が
係
わ
る
こ
と
で
、
集
落
が
変
わ
る
。

同
じ
よ
う
な
話
は
、
他
の
地
域
で
も
聞
く
こ
と
が
た
び

た
び
あ
る
。
き
っ
か
け
は
、
特
別
な
救
世
主
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
だ
っ
た
り
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
だ
っ
た
り
、
そ
れ
ま
で
地
域
の
高
齢
リ
ー
ダ
ー

た
ち
が
存
在
に
気
付
か
な
か
っ
た
次
世
代
の
住
民
だ
っ

た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
だ
。

現
在
、
地
域
活
性
化
で
注
目
さ
れ
て
い
る
地
域
か
ら

も
「
一
昔
前
は
あ
き
ら
め
ム
ー
ド
だ
っ
た
」
と
聞
く
こ

と
が
あ
る
。
要
す
る
に
、「
自
分
た
ち
の
代
で
終
わ
り
」

と
今
は
あ
き
ら
め
の
言
葉
し
か
出
て
こ
な
い
地
域
で
も
、

心
の
奥
底
に
は
「
で
き
る
こ
と
な
ら
な
ん
と
か
し
た
い
」

と
い
う
、
埋
み
火
の
よ
う
な
思
い
を
抱
え
て
い
る
人
々

は
少
な
か
ら
ず
い
て
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
「
も
し
か

し
た
ら
」
と
い
う
機
運
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
。

灰
に
埋
も
れ
て
外
か
ら
は
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
心
の
奥
の
埋
み
火
を
、「
も
う
消
え
る
」
と
あ
き
ら
め

て
見
過
ご
し
て
し
ま
う
の
か
、
そ
れ
と
も
消
え
な
い
う

ち
に
も
う
一
度
、
埋
み
火
を
お
こ
す
た
め
の
支
援
を
考

え
る
か
。「
村
だ
た
み
論
」
や
「
農
村
ト
リ
ア
ー
ジ
（
選

別
）」
に
も
通
じ
る
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
、
地
域
の
将
来

の
大
き
な
分
か
れ
道
に
な
る
。

「
埋
み
火
に
積
も
っ
た
灰
を
吹
き
飛
ば
す
」
と
い
う

言
葉
を
最
初
に
聞
い
た
の
は
、
長
年
、
地
域
づ
く
り
の

実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
長
崎
県
平
戸
市
根
獅
子
町
の

リ
ー
ダ
ー
、
川
上
茂
次
さ
ん
（
現
・
根
獅
子
・
飯
良
ま

ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
代
表
）
か
ら
だ
っ
た
。

日
々
の
職
務
に
追
わ
れ
る
自
治
体
職
員
だ
け
で
は
手

に
余
る
任
務
だ
が
、
中
間
支
援
組
織
と
も
連
携
し
て
、

ど
う
す
れ
ば
埋
み
火
を
お
こ
せ
る
か
、
あ
き
ら
め
ず
に

考
え
て
ほ
し
い
。
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写真キャプション

和気町を代表する観光地・藤公園には、
全国各地から約 100 種類 140 本の
藤が集められ、種類の多さは日本一
を誇る。紫・ピンク・白、花房の長い
ものや八重のものなど様々な色や形
の花が咲き、総延長約 500m の藤棚
の下を歩けば、頭上いっぱいに広がる
花房が訪れる人を包み込む。藤まつ
り期間中には夜間ライトアップも行わ
れ、園内は幻想的な雰囲気に彩られる。

「
あ
き
ら
め
」
と
「
埋
み
火
」
と

農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
白
梅
学
園
大
学
客
員
教
授

榊さ
か
き

田だ

　
み
ど
り

活

動

活

動

情

報

政

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想

棚
野
会
長
が「
こ
ど
も
政
策
に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
の
場（
令
和
８
年
度
第
１
回
）」に
出
席
��
⑵

棚
野
会
長
が
第
34
回
社
会
保
障
審
議
会
に
出
席
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑶

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑶

地�

方
公
共
団
体
の
人
材
育
成
に
向
け
た
効
果
的
な
研
修
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る�

人
材
育
成
に
関
す
る
研
究
会 

令
和
７
年
度
報
告
書
）総
務
省
自
治
行
政
局
公
務
員
部
給
与
能
率
推
進
室
��
⑷

小
さ
な
村
か
ら
広
が
る
大
き
な
安
心

　

─
長
野
県
青
木
村
「
あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
描
く
未
来
─
＝
長
野
県
青
木
村
�
�
�
�
�
⑻

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⒁

笑
顔
あ
ふ
れ
る
川
棚
町
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
長
崎
県
川
棚
町
長　

波
戸　

勇
則
…
⒃
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い
て
、
こ
ど
も
に
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、
平

等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
考
え
か
ら
、

家
庭
の
環
境
で
差
が
出
な
い
よ
う
、
幼
保
一

元
化
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
、
こ
ど
も
・
子
育
て
に
優
し
い
社
会
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
国
が
先
頭
に

立
っ
て
、
企
業
や
地
域
と
連
携
し
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
述
べ
た
。

最
後
に
、
黄
川
田
大
臣
か
ら
、
今
後
も
定

期
的
に
こ
の
よ
う
な
場
を
設
け
、
国
と
地
方

の
連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
き
た
い
と
の

挨
拶
が
あ
り
、
閉
会
し
た
。

▲出席する棚野会長▲発言する黄川田大臣

は
じ
め
に
、
黄
川
田
こ
ど
も
政
策
担
当
大

臣
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
側
の
出
席
者
か
ら

挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
地
方
三
団
体
の
出
席
者
が
挨
拶

に
立
ち
、
棚
野
会
長
は
、
こ
ど
も
政
策
の
強

化
・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、
町
村
が
役
割

を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
長
期
的
・
安

定
的
な
地
方
財
源
の
確
保
・
充
実
と
人
材
の

確
保
が
必
要
と
し
た
上
で
、「
本
日
の
議
論

を
踏
ま
え
、
次
代
の
社
会
を
担
う
全
て
の
こ

ど
も
が
将
来
に
わ
た
っ
て
幸
福
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
実

効
あ
る
政
策
を
、
引
き
続
き
力
強
く
け
ん
引

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
そ
の
後
の
意
見
交
換
に
お
い
て
、

棚
野
会
長
は
、
①
こ
ど
も
ま
ん
な
か
実
行
計

棚
野
孝
夫
会
長
（
北
海
道
白
糠
町
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
三
団
体
代

表
は
令
和
８
年
4
月
30
日
、
政
府
が
開
催
し
た
「
こ
ど
も
政
策
に
関
す
る
国

と
地
方
の
協
議
の
場
（
令
和
８
年
度
第
1
回
）」
に
出
席
し
た
。

今
回
の
会
合
で
は
、
①
こ
ど
も
ま
ん
な
か
実
行
計
画
2
0
2
6
、
②
こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
に
向
け
た
地
域
に
お
け
る
取
組
等
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

政
府
か
ら
は
、
黄
川
田
仁
志
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
こ
ど
も
政
策 

少

子
化
対
策 

若
者
活
躍 

男
女
共
同
参
画
、
共
生
・
共
助
）、
津
島
淳
内
閣
府

副
大
臣
、
古
川
直
季
内
閣
府
大
臣
政
務
官
、
中
村
裕
之
文
部
科
学
副
大
臣
、

神
谷
政
幸
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
等
が
出
席
し
た
。

棚野会長が「こども政策に関する国と棚野会長が「こども政策に関する国と

地方の協議の場（令和８年度第１回）」に出席地方の協議の場（令和８年度第１回）」に出席

画
２
０
２
６
骨
子
案
に
つ
い
て
、
地
域
差
な

く
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
旨
が
明
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
財
政
力
の
低
い
地
方
公
共

団
体
へ
の
重
点
支
援
が
新
た
に
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
に
つ
い
て
評
価
し
つ
つ
、
計
画
の
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の
施
策
の
実
施
主

体
で
あ
る
町
村
の
実
情
を
踏
ま
え
た
小
規
模

な
町
村
で
あ
っ
て
も
実
行
可
能
な
仕
組
み
づ

く
り
と
必
要
な
支
援
を
求
め
た
。

ま
た
、
全
国
一
律
に
実
施
す
べ
き
総
合
的

な
施
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
間
格
差
が
生
じ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
国
の
責
任
と
財
源
に

お
い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
上
で
実
施
す

る
よ
う
、
あ
わ
せ
て
求
め
た
。

②
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
に
向
け
た
地
域

に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て
は
、
白
糠
町
に
お
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令
和
８
年
４
月
27
日
、
棚
野
孝
夫
会

長
（
北
海
道
白
糠
町
長
）
は
第
34
回
社
会

保
障
審
議
会
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
し

た
。事

務
局
か
ら
の
社
会
保
障
制
度
改
革
及

び
令
和
８
年
度
厚
生
労
働
省
予
算
に
つ
い

て
説
明
の
あ
と
、
意
見
交
換
に
入
っ
た
。

棚
野
会
長
は
、
①
物
価
・
人
件
費
の
上

昇
等
に
よ
り
、
地
域
の
医
療
機
関
の
経
営

が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
、
②
医
師
・
看
護
師
を
は
じ
め
と
す

る
医
療
従
事
者
の
不
足
が
深
刻
化
し
て
お

り
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
維
持
・

確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
、
③
介

護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
に
つ
い

て
も
維
持
・
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
る

こ
と
等
、地
方
の
厳
し
い
状
況
を
説
明
し
、

財
政
支
援
・
人
材
確
保
支
援
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
支
援
を
求
め
た
。

▲発言する棚野会長
（オンライン出席）

棚
野
会
長
が
第

棚
野
会
長
が
第
3434
回
社
会
保
障
審
議
会

回
社
会
保
障
審
議
会

に
出
席

に
出
席

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴

　

沖
縄
県
町
村
会
は
令
和
８
年
２
月
19
日

の
定
期
総
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し

た
。�

（
４
月
１
日
就
任
）

沖
縄
県
町
村
会
長

中
頭
郡
西
原
町
長

崎さ
き 

原は
ら

　
盛せ
い 

秀し
ゅ
う

昭
和
32
年
４
月
10
日

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
２
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】

▽
昭
和
57
年
５
月
～
平
成
24
年
11
月
西
原

町
役
場
職
員
▽
平
成
24
年
11
月
～
平
成
28

年
11
月
西
原
町
副
町
長
▽
平
成
30
年
９
月

～
令
和
２
年
３
月
西
原
町
議
会
議
員
▽
令

和
２
年
10
月
～
西
原
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】

令
和
６
年
７
月
～
沖
縄
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
町
立
幼
稚
園
４
園
の
認

定
こ
ど
も
園
化
▽
児
童
生
徒
へ
の
１
人
１

台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
置
▽
町
立
小
中
学

校
全
ト
イ
レ
の
洋
式
化
▽
母
子
手
帳
ア
プ

リ
の
導
入
▽
街
区
公
園
の
街
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

▽
ふ
る
さ
と
納
税
と
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
組
強
化
に
よ
る
自
主
財
源
確
保
▽

市
街
化
区
域
の
拡
大

【
趣
味
】
三
線

【
家
族
】
妻
、
子
３
人
（
１
男
２
女
）

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

SJ23-05507（2023.8.1作成）
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町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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Ⅰ　

は
じ
め
に

Ⅰ　

は
じ
め
に

行
政
課
題
は
複
雑
・
多
様
化
す
る
一
方
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
い
、
行
政
運

営
に
関
わ
る
人
的
資
源
は
制
約
を
受
け
て

お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
、
人
的
資
源
の

不
足
は
一
層
の
深
刻
化
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
人
材
育
成
の
重
要
性
が
従
来
に
も
増

し
て
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
総
務
省
で
は
、
令
和
５
年

12
月
に
、
人
材
育
成
・
確
保
等
を
戦
略
的

に
進
め
る
た
め
の
指
針
と
し
て
、「
人
材

育
成
・
確
保
基
本
方
針
策
定
指
針
」（
以

下
「
国
指
針
」
と
い
う
。）
を
策
定
し
、

地
方
公
共
団
体
の
取
組
が
着
実
に
進
む
よ

う
、
人
材
育
成
・
確
保
に
関
す
る
検
討
事

項
等
を
提
示
し
ま
し
た
。

他
方
で
、
特
に
小
規
模
な
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
は
、
人
材
育
成
の
必
要
性
は

認
識
し
な
が
ら
も
、
研
修
に
充
て
ら
れ
る

人
員
・
予
算
と
い
っ
た
リ
ソ
ー
ス
に
限
り

が
あ
り
、
研
修
を
十
分
に
実
施
す
る
こ
と

が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
総
務
省
自
治
行
政
局
公
務

員
部
給
与
能
率
推
進
室
で
は
、
昨
年
度
、

「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
人
材
育
成
に

関
す
る
研
究
会
（
座
長
：
辻
琢
也
一
橋
大

学
大
学
院
法
学
研
究
科
特
任
教
授
）」
を

開
催
し
、
小
規
模
自
治
体
（
人
口
５
万
未

満
の
市
及
び
町
村
。
以
下
同
じ
。）
に
お

け
る
研
修
を
は
じ
め
と
す
る
人
材
育
成
の

取
組
に
つ
い
て
、
現
状
・
課
題
を
整
理
す

る
と
と
も
に
、
研
修
の
着
実
な
実
施
に
向

け
て
有
効
と
考
え
ら
れ
る
方
策
を
調
査
・

研
究
し
、
報
告
書
と
し
て
と
り
ま
と
め
ま

し
た
。

本
稿
で
は
、
当
該
研
究
会
報
告
書
の
概

要
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ　

報
告
書
の
概
要

Ⅱ　

報
告
書
の
概
要

１　

�

地
方
公
共
団
体
の
研
修
に
関
す
る
課

題
と
課
題
解
決
に
向
け
た
検
討
の
方

向
性

多
く
の
地
方
公
共
団
体
、
特
に
、
小
規

模
自
治
体
に
お
い
て
は
、
人
員
の
不
足
や

研
修
の
企
画
・
立
案
の
困
難
さ
、
財
政
面

の
課
題
な
ど
、
研
修
の
実
施
に
関
し
て
複

合
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

他
方
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
行
政
課
題

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
人
員
・
予
算
と

い
っ
た
リ
ソ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
中
で

も
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
、
職
員
の
人

材
育
成
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
自
団
体
で
実
施
可

能
な
取
組
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

こ
れ
に
加
え
て
、
広
域
的
な
対
応
を
行
う

こ
と
も
効
果
的
な
選
択
肢
と
な
り
ま
す
。

２　

自
団
体
で
の
取
組

⑴�

研
修
の
推
進
に
向
け
た
全
庁
的
な
体
制

の
構
築

自
団
体
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
の
１
つ

目
は
、
研
修
の
推
進
に
向
け
た
全
庁
的
な

体
制
の
構
築
で
す
。

実
際
、
小
規
模
自
治
体
で
、
研
修
機
会

の
付
与
に
積
極
的
な
地
方
公
共
団
体
で

は
、
首
長
な
ど
の
ト
ッ
プ
層
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
業
務
多
忙
や
人
員
不

足
の
中
で
も
研
修
受
講
の
旗
を
振
っ
て
い

る
団
体
が
多
い
と
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ト
ッ
プ
層
の
研
修
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
た
め
に
は
、
研
修
を
通
じ
た
人
材
育

成
が
職
員
本
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
将
来
的
に
組
織
の
た
め
に
も
な

る
こ
と
を
ト
ッ
プ
層
に
認
識
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
、
地

方
公
共
団
体
職
員
向
け
の
研
修
機
関
が
実

施
す
る
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
研
修
受
講

後
に
庁
内
で
成
果
報
告
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
ト
ッ
プ
層
が
職
員
の
研
修
に
よ
る
意

欲
向
上
と
変
化
を
感
じ
ら
れ
る
場
を
作
っ

て
い
る
地
方
公
共
団
体
も
あ
り
、
こ
れ
は

参
考
に
な
る
取
組
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
研
修
の
推
進
に
向
け
て

地方公共団体の人材育成に向けた地方公共団体の人材育成に向けた
効果的な研修のあり方について効果的な研修のあり方について

（地方公共団体における人材育成に関する研究会　令和７年度報告書）（地方公共団体における人材育成に関する研究会　令和７年度報告書）

総務省自治行政局公務員部給与能率推進室総務省自治行政局公務員部給与能率推進室

2026年（令和 8年） 5月18日　4第3359号

政　策

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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は
、
ト
ッ
プ
層
が
直
接
研
修
の
効
果
を
感

じ
、
研
修
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
人
材
育
成
は
一
朝
一
夕
で
成
果

が
出
る
も
の
で
は
な
く
、
長
期
的
な
取
組

が
必
要
で
す
。
短
期
的
に
効
果
が
見
え
な

い
と
し
て
取
組
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
、

ト
ッ
プ
層
が
積
極
的
に
関
与
し
、継
続
的
・

計
画
的
に
人
材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
（
資
料
１
参
照
）。

⑵
受
講
者
が
所
属
す
る
部
署
に
お
け
る
対
応

次
に
、
研
修
受
講
者
が
所
属
す
る
部
署

に
お
け
る
対
応
と
し
て
、
研
修
を
受
講
し

や
す
い
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
研
修
受
講
の
際
に
代
替
職
員

等
の
配
置
に
努
め
る
こ
と
や
、
現
実
的
に

は
代
替
職
員
等
の
配
置
が
困
難
な
場
合
で

も
、
研
修
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
職
員

そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
量
及
び
業
務
繁
閑
期
を

事
前
に
共
有
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
所

属
の
負
担
感
を
一
定
程
度
軽
減
す
る
取
組

が
効
果
的
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
研
修
を
効
果
的
な
も
の
に
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
研
修
の
受
講
意
欲
の

醸
成
も
重
要
で
す
。
研
修
が
キ
ャ
リ
ア
形

成
に
ど
う
活
か
さ
れ
る
か
を
職
員
本
人
に

明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
何
の
た
め
に

研
修
を
受
け
る
の
か
」
を
職
員
本
人
に
認

識
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

⑶
研
修
担
当
課
に
お
け
る
対
応

研
修
の
受
講
意
欲
の
醸
成
に
つ
い
て

は
、
各
所
属
で
の
対
応
に
加
え
て
、
研
修

担
当
課
に
お
い
て
も
適
切
な
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
の
取
組
と
し
て
、

職
員
が
め
ざ
す
職
務
や
活
躍
し
た
い
分
野

を
出
口
ベ
ー
ス
で
提
示
し
、
出
口
か
ら
逆

算
し
て
必
要
な
研
修
の
受
講
を
促
す
手
法

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
研
修
の
受
講
意
欲
を
醸
成
す
る

観
点
で
は
、
制
度
的
に
研
修
受
講
を
促
進

で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
も
有
効

で
す
。
例
え
ば
、
所
属
職
員
に
研
修
受
講

を
促
し
た
・
受
講
さ
せ
た
こ
と
を
、
管
理

職
の
能
力
評
価
項
目
に
加
え
る
な
ど
、
人

事
評
価
と
連
動
し
た
研
修
制
度
を
構
築
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

次
に
、
多
様
化
す
る
研
修
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
観
点
で
は
、
研
修
担
当
課
の
人
員

増
に
よ
る
体
制
強
化
が
有
効
で
す
が
、
恒

常
的
な
増
員
が
難
し
い
場
合
は
、
一
時
的

に
増
員
す
る
こ
と
な
ど
も
有
効
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

加
え
て
、
企
画
・
立
案
の
難
し
さ
へ
の

対
応
と
し
て
は
、
自
治
大
学
校
、
市
町
村

職
員
中
央
研
修
所
、
全
国
市
町
村
国
際
文

化
研
修
所
等
の
全
国
規
模
の
研
修
機
関
を

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

地方公共団体の人材育成に向けた効果的な研修のあり方について

〇 行政課題が複雑・多様化する一方、人口減少により、人材育成・確保が喫緊の課題

○ しかし、職員の業務負荷が多いことなどにより、研修受講が容易ではない状況

◇ 人材育成は職員本人のためだけでなく、将来的には組織のためにもなります。

◇ 研修内容の充実を図り、研修で学んだ内容を業務に活かすことによって、

   職員はやりがいや成長実感を得ながら業務に従事することができます。

◇ このような組織風土は、厳しい状況の中でも意欲ある人材の確保にも繋がる

   好循環を生み出すと考えられます。

（地方公共団体における人材育成に関する研究会 令和７年度報告書から抜粋）

町村長をはじめとしたトップ層の皆様が人材育成に積極的に関与し、

職員の研修を推進していただきたい！

単独での研修実施が難しい場合は、

都道府県・他市区町村と研修の広域化に向けた議論を！

短期的に効果が見えないとして取組を中断することなく、

継続的・計画的に人材育成に取り組んでいただきたい！

研修に関する現状・課題

▲資料１
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長
期
の
派
遣
研
修
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
の
中
か
ら
、
研
修
手
法
を
適
切
に
選
定

す
る
こ
と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

３　

広
域
で
の
取
組

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
自
ら
の

責
任
に
お
い
て
職
員
の
育
成
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

他
方
で
、
人
員
・
予
算
面
の
制
約
が
あ
り
、

単
独
で
は
実
施
が
難
し
い
研
修
が
あ
る
こ

と
や
、
自
団
体
で
実
施
を
続
け
る
こ
と
が

研
修
を
効
率
的
に
受
講
す
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
（
資
料
２
・
３
参
照
）。

⑷�

研
修
の
推
進
に
向
け
た
研
修
の
質
の
確

保
・
内
容
の
充
実

研
修
の
目
的
は
職
員
の
能
力
向
上
で
あ

り
、
研
修
の
効
果
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

研
修
の
質
の
確
保
・
内
容
の
充
実
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
研
修
ニ
ー
ズ
、
受
講

者
評
価
を
踏
ま
え
た
研
修
内
容
の
見
直
し

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
小
規
模

自
治
体
で
は
、
人
員
不
足
等
の
理
由
か
ら

こ
の
取
組
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
課
題

で
す
が
、
人
的
資
源
が
不
足
し
て
い
る
中

に
あ
っ
て
も
、
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
な
ど
適
切
な
対
応
が
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

ま
た
、
小
規
模
自
治
体
で
は
、
研
修
受

講
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
効
果
測
定
が

行
わ
れ
て
い
な
い
団
体
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
受
講
後
に
研
修
の
成
果
が
発
揮

効
率
的
で
な
い
場
合
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
国
指
針
に
も
示
さ

れ
て
い
る
研
修
の
広
域
化
は
、
小
規
模
自

治
体
の
研
修
に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
効
果
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
以

下
の
点
に
留
意
し
つ
つ
、
積
極
的
な
取
組

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

⑴
広
域
的
な
研
修
の
推
進

広
域
で
の
取
組
を
具
体
的
に
進
め
る
た

め
に
は
、
関
係
団
体
間
で
共
通
の
認
識
を

持
ち
、
研
修
の
広
域
化
に
向
け
た
機
運
を

醸
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
首
長
を
は
じ
め
と
す

る
ト
ッ
プ
層
が
人
材
の
育
成
・
確
保
に
関

す
る
自
団
体
の
現
状
を
的
確
に
把
握
し
、

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
も
見
据
え
、
研

修
の
広
域
化
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
や
周

辺
市
区
町
村
と
の
意
見
交
換
の
場
な
ど
を

通
じ
て
、
広
域
化
に
向
け
た
議
論
を
喚
起

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
連
携
の
具
体
的
な
手
法
に
つ
い

て
は
、
都
道
府
県
を
中
心
と
し
た
広
域
的

な
研
修
の
開
催
、
連
携
中
枢
都
市
圏
等
に

お
け
る
人
材
育
成
の
取
組
、
広
域
連
合
、

協
議
会
の
設
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
手
法
を

選
択
す
る
に
し
て
も
、
事
務
負
担
・
費
用

さ
れ
て
い
る
か
な

ど
を
確
認
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
に
加
え

て
、
研
修
の
質
を

確
保
し
、
内
容
を

充
実
さ
せ
る
た
め

に
は
、
人
材
育
成

に
係
る
特
別
交
付

税
措
置
な
ど
を
活

用
し
、
研
修
に
関

す
る
予
算
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

ま
た
、
研
修
の

内
容
に
応
じ
て
、

対
面
で
の
研
修
、

オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
、
宿
泊
を
伴
う

▲資料２

研修ってこんなに長いの…？

終わってみれば、全力で走り抜けた
ジェットコースターのような日々でした。
むしろ今では“まだまだ足りない、
もっとたくさんのことを学びたい”
とすら思っています。

オンラインで十分じゃない？そう思っていた…

講義や演習の熱量に圧倒されました。
政策立案、ファシリテーション、プレゼンなど

これまで眠っていた力が目を覚ます瞬間が
そこかしこにありました。

上司に胸を張って報告できるような情報が

少しでも聞ければ…

少しどころか各分野のトップから
「本質を見抜く視点や洞察力」を
授けられ、世界の見え方が変わりました。

他の自治体の知り合いが増えれば嬉しいけれど…

気づけば、深夜まで熱く語り合う仲間が

できていました。全国に、生涯つながる“戦友”
と呼べる存在が生まれ、ここで育んだ絆は

今ではかけがえのない宝です。

自治大への職員派遣は「未来への戦略投資」
－令和８年度 自治大学校のご案内－

課 程 研 修 期 間 対象 研修内容

第１部課程

【第１４６期】
令和８年５月１３日～９月１８日
【第１４７期】
令和８年１０月１６日～令和９年３月３日

都道府県、
指定都市、
中核市等の
職員 研修の詳細は下記

QRコードからご覧
いただけます。

こちらから
【令和８年度研修計画】

をご覧ください。

第２部課程

【第２１１期】
令和８年５月２２日～８月７日
【第２１２期】
令和８年８月２８日～１１月１３日
【第２１３期】
令和８年１２月４日～令和９年３月５日

市町村（指定
都市、中核市
を除く）等の
職員

第１部・第２部
特別課程

【第５１期】
令和８年８月２７日～９月２５日
【第５２期】
令和９年１月２９日～２月２６日

都道府県、
市区町村等
の女性職員

第３部課程 【第１１６期】
令和８年７月７日～７月３１日

都道府県、
市区町村等
の幹部職員

○幹部人材養成コース（一般研修課程）

○「行ってよかった」と思える研修が自治大にあります ～入校前の不安と卒業後のリアルな声～

上記以外にも、専門研修課程や特別研修など、様々な研修を取り揃えていますので、上記QRコードからご確認ください。

皆様のご入校を

お待ちしております！

総務省自治大学校 〒190-8581 東京都立川市緑町10番地の１

教務部 TEL：042-540-4502 ホームページ https://www.soumu.go.jp/jitidai/

全国の自治体から集う幹部候補生などを対象に、
「知見・スキルの習得」「考える力・リーダー力の涵養」「人的ネットワークの構築」

を図ります！

各課程の卒業生の声を
右記QRコードから
ご覧いただけます。
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負
担
の
軽
減
な
ど
、
構
成
団
体
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
、
か
つ
、
財
源
的
に
も
体
制
的

に
も
安
定
し
た
運
営
が
で
き
る
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
広
域
的
な
研
修
を

実
施
す
る
機
関
は
、
受
講
者
・
構
成
団
体

の
研
修
担
当
課
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
に
よ
り
、
構
成
団
体
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
研
修
効
果
を
高
め
る
工
夫
を
行
う
と

と
も
に
、
遠
方
の
市
区
町
村
の
受
講
負
担

を
軽
減
す
る
観
点
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研

修
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
、
外
部
会
場
で

の
実
施
な
ど
、
通
所
研
修
以
外
の
研
修
手

法
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
・
特

性
を
踏
ま
え
た
上
で
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

⑵�

広
域
的
な
研
修
を
活
用
す
る
際
の
留
意

事
項

広
域
的
な
連
携
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

は
小
規
模
自
治
体
に
と
っ
て
効
果
的
で
す

が
、
職
員
の
育
成
は
、
各
地
方
公
共
団
体

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
な

ど
、
構
成
団
体
に
共
通
す
る
研
修
メ

ニ
ュ
ー
は
広
域
的
な
研
修
を
活
用
す
る
一

方
で
、
自
団
体
固
有
の
課
題
に
関
す
る
知

識
の
習
得
な
ど
は
、
各
構
成
団
体
で
自
ら

研
修
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ⅲ　

お
わ
り
に

Ⅲ　

お
わ
り
に

研
修
実
施
に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
研
修
内
容
の
充
実

を
図
り
、
研
修
で
学
ん
だ
内
容
を
業
務
に

活
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
員
は
や
り
が

い
や
成
長
実
感
を
得
な
が
ら
業
務
に
従
事

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
組
織
風
土
は
人
材
確
保
に
向
け
て
の

好
循
環
に
も
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
研
修
の
推
進
に
向
け
た
全
庁
的

な
体
制
の
構
築
や
研
修
の
広
域
化
に
向
け

た
議
論
を
具
体
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、

首
長
な
ど
ト
ッ
プ
層
の
積
極
的
な
関
与
が

不
可
欠
で
す
。
組
織
の
将
来
を
担
う
職
員

を
育
成
す
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、
ト
ッ

プ
層
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、
継
続
的
・
計
画
的
に
人
材
育
成
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

総
務
省
と
し
て
も
、
引
き
続
き
、
取
組

事
例
の
普
及
促
進
な
ど
を
通
じ
た
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
各
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や
実

情
に
応
じ
て
、
取
組
事
例
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
人
材
育
成
の
さ
ら
な
る
推
進
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。【

問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
省
自
治
行
政
局
公
務
員
部

給
与
能
率
推
進
室

電
話
：
０
３-

５
２
５
３-

５
５
５
１

が
自
ら
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
む

べ
き
事
柄
で
す
。

そ
の
た
め
、
研
修

を
広
域
で
実
施
す

る
場
合
に
お
い
て

も
、
広
域
的
な
研

修
に
完
全
に
依
存

す
る
の
で
は
な

く
、
人
材
育
成
の

手
法
と
し
て
、
自

団
体
で
の
研
修
と

広
域
的
な
研
修
を

適
切
に
使
い
分
け

る
意
識
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
知
識

習
得
の
た
め
の
研

修
や
コ
ミ
ュ
ニ

▲資料３

 

全国市町村国際文化研修所 
（国際文化アカデミー：JIAM） 

 
市町村職員中央研修所 

（市町村アカデミー：JAMP） 

 
研修名 実施時期  研修名 実施時期 

技術職員の確保・人材育成 
６月２９日 

～６月３０日 
管理職を目指すステップアップ講座 

６月２９日 

～７月３日 

人事担当課長が考えるこれからの人事

のあり方～人材確保と育成の最前線～ 

７月９日 

～７月１０日 

管理職の必須知識講座 
７月６日 

～７月８日 

人事評価制度の改善と活用 
７月１３日 

～７月１７日 

若手職員育成研修～若手職員が考える

これからのわがまちと公務員としての

働き方～（インターバル研修） 

［前期］７月１４日

～７月１７日 

［後期］ 

１０月２０日 

職員研修の企画と実践 
７月２７日 

～８月４日 

組織のリスクマネジメント 
９月１６日 

～９月１８日 

これからの自治体人材マネジメント 
８月３日 

～８月５日 管理職のためのマネジメント講座 

①１０月１３日 

～１０月１５日 

②１１月１６日 

～１１月１８日 
組織力向上のための人事戦略～職員の

エンゲージメントから考える～ 

８月１９日 

～８月２１日 
新時代における 

地方公務員の人材育成・確保 

１０月２６日 

～１０月３０日 

管理職のための多様な人材と働き方の

マネジメント研修 

１０月２８日 

～１０月３０日 

地方自治体における人材確保 

～シニア人材の有効活用 

１１月１６日 

～１１月１８日 

職場のリーダー養成講座 
３月１日 

～３月５日 

各研修科目の詳細は下の QR コードからご覧いただけます 

 
こちらから【04-2 研修概要シート】をご覧ください。 

 

 
こちらから【研修の概要４（１）】をご覧ください。 

※上記以外にも、当財団では、市町村が担う各行政分野に対応した専門性の高い実務研修を多数実施しています。 
是非、上記 QR コードや下記ホームページから他の研修プログラムもご覧ください！ 
【問い合わせ先】 
全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー・JIAM） 
総務局 電話：077-578-5932 
ホームページ：https://www.jiam.jp/ 

市町村職員中央研修所（市町村アカデミー・JAMP） 
研修部 電話：043-276-3126 
ホームページ：https://www.jamp.gr.jp/ 

 

 

滋賀県大津市唐崎２丁目１３―１ 

 
 

 
 

千葉県千葉市美浜区浜田１丁目１ 
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青
木
村
の
概
要

人
口
約
４
、
０
０
０
人
の
小
さ
な
村
、
青

木
村
。
こ
の
小
さ
な
村
か
ら
、
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い
新
し
い
情
報
基
盤
づ
く
り
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
長
野
県
東
部
に
位
置
す
る

青
木
村
は
、
千
曲
川
水
系
の
清
流
と
穏
や
か

な
里
山
に
抱
か
れ
た
地
域
で
す
。
四
季
の
移

ろ
い
が
は
っ
き
り
と
感
じ
ら
れ
る
こ
の
地
で

は
、
春
の
芽
吹
き
、
夏
の
緑
、
秋
の
実
り
、

冬
の
静
け
さ
が
、
人
々
の
暮
ら
し
に
寄
り
添

う
よ
う
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
規
模
こ
そ
大

き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
い
年
月
の
中
で

育
ま
れ
て
き
た
歴
史
と
文
化
、
そ
し
て
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
の
温
か
さ
が
凝
縮
さ
れ
て

い
ま
す
。

村
の
象
徴
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
の
が
、

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
法
寺
三
重
塔
で

す
。
青
木
村
は
、
全
国
で
唯
一
国
宝
の
建
造

物
を
所
有
す
る
村
で
す
。
鎌
倉
時
代
に
建
立

さ
れ
た
こ
の
塔
は
、「
見
返
り
の
塔
」
と
も

称
さ
れ
、
そ
の
優
美
な
姿
は
訪
れ
る
人
の
足

を
止
め
、
思
わ
ず
振
り
返
ら
せ
る
ほ
ど
の

魅
力
を
た
た
え
て
い
ま
す
。
山
あ
い
の
静

寂
の
中
に
凛
と
し
て
佇
む
そ
の
姿
は
、
時

代
を
超
え
て
地
域
の
象
徴
で
あ
り
続
け
て

い
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
時
代
に
年
貢
の
軽
減
を
求
め

て
立
ち
上
が
っ
た
人
々
の
志
は
「
義
民
」
と

し
て
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
自
ら
の
暮
ら

し
の
み
な
ら
ず
、
地
域
全
体
の
未
来
を
思
い

行
動
し
た
そ
の
精
神
は
、
現
代
に
お
い
て
も

大
切
な
価
値
観
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
村
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
義
民
太

鼓
の
力
強
い
響
き
は
、
そ
の
歴
史
と
誇
り
を

今
に
伝
え
、
地
域
の
結
び
つ
き
を
象
徴
す
る

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲朝靄に包まれる青木村

長野県

青木村

青あ

　お

　
　き

　
　む

　ら

木
村

 

長
野
県

小
さ
な
村
か
ら
広
が
る
大
き
な
安
心

�

長
野
県
青
木
村 

　「
あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
描
く
未
来
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さ
ら
に
、
香
り
高
く
ほ
の
か
な
甘
み
が
特

長
の
「
タ
チ
ア
カ
ネ
蕎
麦
」
の
産
地
で
あ
る

こ
と
も
、
こ
の
村
の
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で

す
。
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
気
候
と
清
ら

か
な
水
に
育
ま
れ
た
そ
ば
は
風
味
豊
か
で
、

訪
れ
る
人
々
を
魅
了
し
ま
す
。
収
穫
の
時
期

に
は
、
地
域
の
人
々
と
訪
問
者
が
と
も
に
季

節
の
恵
み
を
味
わ
い
、
食
を
通
じ
た
交
流
が

自
然
と
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
東
急
グ
ル
ー
プ
の
礎
を
築
い
た

実
業
家
、
五
島
慶
太
の
生
誕
の
地
で
も
あ
り

ま
す
。地
方
の
一
隅
か
ら
大
き
な
志
を
抱
き
、

社
会
に
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
た
そ
の
歩

み
は
、
青
木
村
の
人
々
に
と
っ
て
今
も
誇
り

で
あ
り
、
未
来
へ
と
つ
な
が
る
精
神
的
な
支

え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

青
木
村
で
は
、
こ
う
し
た
歴
史
や
文
化
、

産
業
と
い
っ
た
地
域
資
源
を
大
切
に
守
り
な

が
ら
、
そ
れ
ら
を
活
か
し
た
村
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
単
な
る
継
承
に
と
ど
ま
る

の
で
は
な
く
、
観
光
や
教
育
、
地
域
振
興
へ

と
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
新
た
な
価
値
を
創
出

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域
の
歴
史
を
学

ぶ
機
会
の
創
出
や
、
特
産
品
を
活
か
し
た
交

流
事
業
な
ど
、
小
さ
な
取
組
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
、
村
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
し
て
い

ま
す
。

中
山
間
地
域
が
抱
え
る
課
題

小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
の

顔
が
見
え
、
互
い
の
暮
ら
し
を
支
え
合
う
関

係
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
進
め
ら

れ
る
丁
寧
な
取
組
は
、
効
率
だ
け
で
は
測
れ

な
い
「
安
心
」
や
「
信
頼
」
を
生
み
出
し
、

地
域
の
持
続
性
を
支
え
る
確
か
な
基
盤
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
「
人
に
寄
り
添

う
村
づ
く
り
」
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
が
、

青
木
村
の
情
報
基
盤
整
備
の
取
組
で
す
。
中

山
間
地
域
に
位
置
す
る
青
木
村
で
は
、
こ
れ

ま
で
テ
レ
ビ
難
視
聴
や
災
害
時
の
情
報
伝
達

末
）
と
放
送
サ
ー
ビ
ス
（
テ
レ
ビ
）
を
開
始

し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
難
視
聴
の
解
消
や
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
と
と
も
に
、
旧
有

線
放
送
電
話
時
代
か
ら
続
く
独
自
の
情
報
通

信
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
単
な
る
技
術
的
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
村

独
自
の
文
化
と
も
い
え
る
、
暮
ら
し
の
安
心

を
支
え
る
社
会
基
盤
と
し
て
の
意
味
を
持
つ

も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
整
備
か
ら
14
年
が
経
過
す
る
中

で
、
機
器
の
老
朽
化
や
通
信
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
、
さ
ら
に
は
近
年
の
自
然
災
害
の
頻
発
な

ど
、
新
た
な
課
題
や
時
代
の
変
化
へ
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
村
が
掲
げ
た
基
本
理
念
は
、

「
村
民
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
、
平
等

で
き
め
細
や
か
な
、
災
害
等
に
強
い
新
し
い

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
」
で
し
た
。

令
和
5
年
7
月
に
は
、
新
し
い
通
信
サ
ー

ビ
ス
構
築
に
あ
た
り
、
現
在
の
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
状
況
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
７
２
２
名
か
ら
の
回
答

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
70
歳
以
上
の
回
答
者

か
ら
は
従
来
型
の
電
話
機
型
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末

の
継
続
を
強
く
望
む
声
が
多
く
、
一
方
、
若

い
世
代
で
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
併
用
し

た
い
」「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
情
報
が
得
ら

れ
る
な
ら
ば
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
は
不
要
」
と
の

意
見
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。こ
の
結
果
は
、

世
代
に
よ
っ
て
異
な
る
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
一
つ
の
方
法
で
は
全
村
の
ニ
ー

ズ
に
十
分
応
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

ま
し
た
。

の
難
し
さ
、
急
激
な
高
齢
化
の
進
行
と
い
っ

た
課
題
を
抱
え
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
近
年

で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
急
速
な
普
及
に
よ
り
、「
使
え
る
人
」

と
「
使
い
に
く
い
人
」
と
の
間
に
情
報
格
差

が
生
じ
る
懸
念
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
村
で

は
こ
う
し
た
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

「
情
報
の
格
差
を
是
正
し
、
誰
ひ
と
り
取
り

残
さ
な
い
」
こ
と
を
強
く
意
識
し
た
情
報
基

盤
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
か
ら 

次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

平
成
23
年
に
は
村
が
事
業
主
体
と
な
り
、

全
村
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
（
約
50
㎞
）
を
整

備
し
、
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
（
Ｉ
Ｐ
告
知
端

▲ “見返りの塔” 国宝・大法寺三重塔▲白い花と赤い実　特産「タチアカネ蕎麦」
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こ
う
し
た
背
景
の
も
と
構
築
さ
れ
た
の

が
、新
た
な
情
報
基
盤「
あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
で
す
。

あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
誕
生

村
は
、
指
名
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
事
業
者
を
選
定
し
、
上
田
地
域
で
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
・
通
信
事
業
を
展
開
す
る
株
式
会

社
上
田
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
案
を
も
と

に
、
公
設
民
営
方
式
に
よ
り
新
た
な
情
報
基

盤
「
あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
ま

し
た
。
整
備
後
は
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
、
効
率
的
か
つ
安
定
し
た
管
理
・
運
営
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
め
ざ
す
も
の
は

明
確
で
す
。

１
．
災
害
時
に
確
実
な
情
報
伝
達

２
．�

暮
ら
し
に
役
立
つ
、
便
利
で
安
心
し
て

使
え
る
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ

そ
し
て
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
「
や
さ

し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
発
想
で
す
。

高
度
で
便
利
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者

に
も
や
さ
し
く
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
不
慣

れ
な
方
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
、
さ

ら
に
停
電
時
や
外
出
先
に
お
い
て
も
重
要
な

情
報
を
確
実
に
受
け
取
れ
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
ま
す
。
複
数
の
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て

情
報
発
信
を
多
重
化
す
る
こ
と
で
、
情
報
格

差
を
生
ま
な
い
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

６
つ
の
柱
で
支
え
る
安
心
と
や
さ
し
さ

①
あ
お
き
電
話
（
通
称
：
あ
お
電
）

60
年
以
上
続
く
有
線
放
送
電
話
の
文
化
を

継
承
し
つ
つ
進
化
し
た
多
機
能
Ｉ
Ｐ
告
知
端

末
で
す
。
定
時
の
お
知
ら
せ
放
送
、
テ
レ
ビ

電
話
機
能
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
の
連
携
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
に
対
応
し
、
高
齢
者

に
も
使
い
や
す
い
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

村
内
限
定
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
点
も
特

長
で
す
。

②
あ
お
き
チ
ャ
ン
ネ
ル（
通
称
：
あ
お
チ
ャ
ン
）

テ
レ
ビ
を
通
じ
て
生
活
情
報
や
防
災
情

報
、
村
議
会
中
継
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を

提
供
し
ま
す
。
地
区
ご
と
の
詳
細
な
天
気
予

報
・
地
区
回
覧
板
の
確
認
や
道
路
・
河
川
の

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
映
像
な
ど
、
自
宅
の
居
間
に

い
な
が
ら
必
要
な
情
報
を
確
認
で
き
る
安
心

感
が
あ
り
ま
す
。

文
字
の
両
方
で
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
Ｓ
Ｉ

Ｍ
通
信
に
よ
り
村
内
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
利

用
で
き
な
い
場
合
で
も
稼
働
し
、
停
電
時
に

は
乾
電
池
で
動
作
す
る
な
ど
、
最
後
の
情
報

伝
達
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
い
ま

す
。

⑥
指
定
避
難
所
へ
の
非
常
時
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
整
備

村
内
19
カ
所
の
指
定
避
難
所
す
べ
て
に
災

害
時
用
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、

避
難
時
に
お
い
て
も
情
報
収
集
が
可
能
な
環

境
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

複
数
手
段
を
組
み
合
わ
せ
た
全
村
規
模
の

情
報
基
盤
と
し
て
は
先
進
的
な
取
組
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
仕
組
み
は
相
互
に
補
完
し
合

い
、
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
て
最
適
な
手
段

が
選
択
さ
れ
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
下

▲多機能を備えたあおき電話

▲あおきネットワーク
公式ロゴマーク

▲地上波11ch あおきチャンネルのデータ放送

▲あおき安心スピーカー

③
緊
急
放
送
シ
ス
テ
ム

災
害
時
に
は
役
場
か
ら
テ
レ
ビ
を
通
じ
た

一
斉
放
送
が
可
能
で
あ
り
、
停
電
時
へ
の
対

策
も
講
じ
る
こ
と
で
確
実
な
情
報
伝
達
を
実

現
し
て
い
ま
す
。
平
時
に
は
村
議
会
中
継
を

行
い
、
行
政
・
議
会
の
透
明
性
向
上
に
も
寄

与
し
て
い
ま
す
。

④
あ
お
き
ナ
ビ
（
通
称
：
あ
お
ナ
ビ
）

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
情
報
受
信
サ
ー

ビ
ス
で
あ
り
、
外
出
先
や
停
電
時
で
も
利
用

可
能
で
す
。
若
い
世
代
や
移
住
者
に
と
っ
て

親
和
性
が
高
く
、
現
在
約
１
，
１
０
０
名
が

登
録
し
て
い
ま
す
。

⑤�

あ
お
き
安
心
ス
ピ
ー
カ
ー
（
通
称
：
あ
お

ス
ピ
）

避
難
所
や
区
長
宅
に
設
置
さ
れ
、
音
声
と

▲

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
あ
お
ナ
ビ
」
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で
も
情
報
が
届
く
体
制
を
構
築
し
て
い
ま

す
。
こ
の
重
層
的
な
仕
組
み
こ
そ
が
「
や
さ

し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
本
質
で
す
。

情
報
格
差
の
是
正
と
い
う
使
命

あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
最
大
の
意
義
は

「
情
報
格
差
の
是
正
」に
あ
り
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
い
こ
な
せ
る
人
も
い
れ
ば
、

操
作
に
不
安
を
感
じ
る
人
も
い
ま
す
。
視
覚

や
聴
覚
へ
の
配
慮
が
必
要
な
方
も
お
り
、
ま

た
停
電
や
通
信
障
害
と
い
っ
た
不
測
の
事
態

も
想
定
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
多
様
な
状
況

に
対
応
す
る
た
め
、
複
数
の
情
報
伝
達
手
段

を
整
備
し
、
ど
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
も

情
報
が
確
実
に
届
く
体
制
を
構
築
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
単
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
な

く
、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の

実
現
に
向
け
た
社
会
基
盤
整
備
で
す
。

知
ら
ず
知
ら
ず
進
む
青
木
村
の
Ｄ
Ｘ

あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
り
、

村
で
は
行
政
・
議
会
の
可
視
化
、
回
覧
板
の

デ
ジ
タ
ル
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
導
入
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
特
別
な
施
策
と
し
て
で
は
な
く
、

日
常
生
活
の
中
で
自
然
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

で
進
ん
で
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
は
目
的
で

は
な
く
手
段
で
あ
り
、
そ
の
先
に
あ
る
の
は

安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
の
実
現
で
す
。

未
来
に
向
け
て

青
木
村
は
、
豊
か
な
自
然
と
人
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新
し
い
技
術
を
柔

軟
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
小
さ
な
村
だ
か

ら
こ
そ
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
顔
の

見
え
る
関
係
だ
か
ら
こ
そ
き
め
細
か
な
支
援

が
可
能
で
す
。
そ
し
て
多
様
な
手
段
を
用
意

す
る
こ
と
で
、
誰
も
取
り
残
さ
な
い
社
会
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
青
木
村
の
も

う
一
つ
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。
安
心
で
快

適
な
情
報
環
境
を
支
え
な
が
ら
、「
人
に
や

さ
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
め
ざ
し
、
こ
れ

か
ら
も
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
小
さ
な
村
か
ら
広
が
る
こ
の
挑
戦
は
、

や
が
て
大
き
な
安
心
と
な
り
、
地
域
社
会
の

未
来
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

総
務
企
画
課　

�

事
業
推
進
室　

塩
澤　

和
宏

▲地区懇談会の様子
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秘
境
が
育
む
自
然
学
校
　

三
重
県
多
気
郡
大
台
町

町
全
体
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
指

定
さ
れ
、
町
土
の
約
90
％
以
上
を
森
林
が

占
め
る
大
台
町
。
黒
部
峡
谷
や
清
津
峡
と

並
ぶ
日
本
三
大
峡
谷
の
ひ
と
つ
「
大
杉
峡

谷
」
が
あ
り
、
ま
さ
に
秘
境
と
い
う
名
に

ふ
さ
わ
し
い
。
近
県
の
都
市
、
名
古
屋
や

奈
良
か
ら
も
百
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い
る
た

め
、
レ
ジ
ャ
ー
で
気
軽
に
訪
れ
る
と
い
う

よ
り
も
、
本
格
的
な
大
自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
を
求
め
て
人
々
は
や
っ
て
く
る
。
こ
の

町
で
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
環
境
教
育
を
実
践
し
て
い
る
の
が『
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
大
杉
谷
自
然
学
校
』だ
。今
回
は
、

同
法
人
校
長
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

（
以
下
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
）
経
験
者
の
大
西
か
お

り
さ
ん
を
紹
介
す
る
。

同
法
人
は
、
過
疎
化
が
進
む
大
杉
谷
地

区
で
、
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の
自
然
や

人
々
、
文
化
と
い
っ
た
教
育
力
を
活
か
し

た
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い

る
。
設
立
か
ら
二
十
五
年
近
く
に
わ
た
り
、

一
貫
し
て
い
る
の
は
「
地
域
性
を
生
か
し
た

環
境
教
育
」
と
い
う
理
念
だ
。

「
地
域
に
は
、
現
代
社
会
が
失
っ
て
し

ま
っ
た
様
々
な
も
の
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
づ
く
り
に
必
要
な

こ
と
を
環
境
教
育
と
い
う
か
た
ち
で
提
供

し
て
い
ま
す
」
と
大
西
さ
ん
は
話
す
。
例

え
ば
、
五
右
衛
門
風
呂
を
焚
く
と
い
う
体

験
。
薪
を
く
べ
て
火
を
起
こ
す
の
だ
が
、

季
節
や
天
候
に
よ
っ
て
一
日
と
し
て
同
じ
表

情
を
見
せ
る
日
は
な
い
。
自
然
の
中
で
暮

ら
す
と
い
う
こ
と
は
、
い
か
ん
と
も
し
が

た
い
環
境
の
変
化
に
人
間
が
合
わ
せ
る
と

い
う
こ
と
な
の
だ
。
同
法
人
で
は
、
川
遊

び
や
キ
ャ
ン
プ
と
い
っ
た
自
然
体
験
活
動

を
通
し
て
、
こ
う
し
た
従
来
の
自
然
観
や

価
値
観
を
地
域
の
人
々
と
共
に
次
世
代
に

伝
え
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。

燃
え
尽
き
か
ら
の
再
出
発
、

故
郷
で
の
新
た
な
挑
戦

新
卒
で
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
に
参
加
し
た
大
西
さ

ん
は
、
帰
国
後
、
幼
い
頃
か
ら
目
標
に
し

て
い
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
参
加
と
い
う
夢
を
二
十

代
半
ば
で
達
成
し
て
し
ま
い
、
い
わ
ゆ
る

燃
え
尽
き
症
候
群
に
似
た
虚
無
感
を
抱
え

て
い
た
。
や
が
て
、
自
分
が
求
め
て
い
る

の
は
「
生
活
の
安
定
で
は
な
く
、
挑
戦
す

る
生
き
方
だ
」
と
、
故
郷
の
大
台
町
で
生

計
を
立
て
な
が
ら
地
域
と
共
に
生
き
る
新

た
な
道
を
探
し
始
め
た
。
そ
ん
な
折
に
出

会
っ
た
の
が
、
自
然
学
校
と
い
う
分
野
で

指
導
者
を
養
成
す
る
講
座
だ
っ
た
。
ち
ょ

う
ど
町
で
も
廃
校
を
利
活
用
し
よ
う
と
い

う
動
き
が
あ
り
、
大
西
さ
ん
は
町
の
職
員

ら
と
共
に
自
然
学
校
の
設
立
に
携
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

こ
の
自
然
学
校
と
は
何
か
？　

大
西
さ

ん
は
「
や
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
見
る
と

レ
ジ
ャ
ー
産
業
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

自
然
学
校
は
教
育
活
動
の
一
つ
な
ん
で
す
」

と
、
単
に
自
然
の
中
で
遊
ぶ
だ
け
で
は
な

く
、
遊
び
を
通
し
て
感
性
や
生
き
る
力
を

育
む
場
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
先
述

の
五
右
衛
門
風
呂
の
体
験
で
言
え
ば
、
伝

え
た
い
の
は
火
の
起
こ
し
方
で
は
な
く
、

自
然
は
思
い
通
り
に
は
な
ら
な
い
こ
と
、

そ
し
て
ど
う
に
も
な
ら
な
い
時
は
「
白
旗

を
上
げ
て
も
い
い
」
と
い
う
こ
と
を
子
ど

も
た
ち
自
身
に
分
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

あ
る
。

大
西
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
自
然

と
の
共
生
の
中
で
人
間
力
を
育
む
と
い
う

教
育
観
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
大
台
町
で
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
育
ま
れ
て
き
た
も

の
だ
と
い
う
。「
日
本
人
っ
て
車
が
来
な
く

て
も
赤
信
号
で
は
止
ま
り
ま
す
。
そ
れ
っ

て
『
お
天
道
様
は
見
て
い
る
』
と
い
う
感

覚
で
す
よ
ね
」
と
、
日
本
人
な
ら
で
は
の

道
徳
観
や
倫
理
観
は
学
校
教
育
だ
け
で
は
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な
く
、
家
庭
や
地
域
に
残
る
様
々
な
民
間

信
仰
に
触
れ
な
が
ら
培
わ
れ
て
き
た
も
の

だ
と
大
西
さ
ん
は
説
く
。
自
然
学
校
設
立

と
い
っ
た
新
た
な
挑
戦
の
裏
に
は
、
故
郷

を
慈
し
む
思
い
と
共
に
、
地
域
が
継
承
し

て
き
た
精
神
文
化
の
担
い
手
と
い
う
強
い

使
命
感
が
見
え
隠
れ
す
る
。
そ
し
て
、
そ

の
根
底
に
は
、「
よ
そ
者
」
と
し
て
過
ご
し

た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
経
験
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

自
分
と
向
き
合
っ
た

J
O
C
V
の
三
年
間

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

受
け
入
れ
て
く
れ
る
気
楽
さ
が
あ
っ
て
、

活
動
も
し
や
す
か
っ
た
で
す
。
そ
う
し
た

気
質
の
緩
さ
は
怠
惰
と
も
表
現
で
き
ま
す

が
、
日
本
に
は
な
い
多
様
性
を
受
け
入
れ

る
文
化
な
の
だ
と
思
い
ま
す
ね
」
と
、
形

式
や
規
則
に
縛
ら
れ
す
ぎ
な
い
社
会
の
風

潮
や
、
そ
れ
に
よ
り
多
様
な
行
動
や
態
度

が
許
容
さ
れ
る
風
土
に
居
心
地
の
良
さ
を

感
じ
て
い
た
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
日
々

を
振
り
返
る
。

そ
れ
ま
で
社
会
経
験
が
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
活
動
中
は
「
仕
事
は
一
生
懸
命

や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
」
と
い
う
義
務
感

に
捉
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
配
属
先
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
教
員
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
溢

れ
る
姿
を
見
る
た
び
に
、
自
分
に
足
り
な

い
部
分
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。「
今
振
り
返

る
と
、
技
術
移
転
と
い
う
よ
り
、
日
本
人

の
働
く
姿
を
他
国
の
人
に
理
解
し
て
も
ら

う
役
目
を
果
た
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
」

大
西
さ
ん
に
と
っ
て
幼
い
頃
か
ら
の
夢

だ
っ
た
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
は
、
自
己
の
内
面
と
じ
っ

く
り
向
き
合
う
機
会
と
な
り
、
結
果
的
に

活
動
を
延
長
し
三
年
間
を
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

過
ご
し
た
。
自
分
の
感
性
を
信
じ
て
現
実

と
向
き
合
う
大
西
さ
ん
ら
し
い
選
択
で
あ

り
、
そ
の
時
間
で
得
た
「
日
本
を
客
観
的

に
見
る
力
」
こ
そ
が
四
半
世
紀
に
わ
た
り

自
然
学
校
を
牽
引
し
て
き
た
経
営
の
哲
学

に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
言
え
る
。

十
年
、
二
十
年
先
の
未
来
へ

異
文
化
に
触
れ
た
こ
と
で
人
生
観
が
覆

さ
れ
た
と
い
う
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ｖ
は
多
い
。
中
で

も
途
上
国
特
有
の
土
着
の
風
習
、
特
に
ア

ニ
ミ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
自
然
崇
拝
は
、
こ

れ
ま
で
の
常
識
や
理
解
で
は
計
り
知
れ
な

い
神
秘
の
体
験
だ
。
古
来
か
ら
の
巡
礼
の

道
「
熊
野
古
道
」
の
膝
元
で
育
っ
た
大
西

さ
ん
は
、
日
本
人
の
宗
教
観
や
精
神
文
化

に
も
、
人
間
の
力
が
及
ば
な
い
「
神
々
し

い
も
の
」
へ
の
畏
敬
の
念
が
あ
る
は
ず
だ

と
い
う
。
最
近
、
熊
野
古
道
伊
勢
路
二
百

キ
ロ
巡
礼
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
大
西
さ

ん
は
、「
自
然
や
神
々
へ
の
畏
敬
の
念
は
、

高
度
経
済
成
長
期
ご
ろ
ま
で
は
地
域
に

残
っ
て
い
た
は
ず
。
急
速
に
失
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
」
と
話
す
。

そ
ん
な
深
い
精
神
基
盤
を
持
つ
大
西
さ

ん
に
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
長
期
的
な
目
標
な
ん
て
全
く
な
い
で
す
」

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
不
確
実
な

未
来
を
予
測
す
る
よ
り
も
、
今
を
継
続
す

る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
そ
う
だ
。「
大
台
町

の
よ
う
な
小
さ
な
集
落
は
存
続
が
難
し
い

と
思
う
。
で
も
自
分
は
そ
こ
に
住
み
続
け

た
い
」
と
い
う
確
固
た
る
軸
を
持
ち
、
激

動
す
る
未
来
を
客
観
的
な
視
点
で
受
け
入

れ
る
大
西
さ
ん
の
目
に
見
え
な
い
心
の
力

が
、
大
台
町
の
持
続
可
能
な
未
来
を
紡
ぐ

道
標
と
な
る
だ
ろ
う
。

JOCV 経験者へのエール
大台町 町長　
上瀬 裕美さん

地域の豊かな自然や文化、地域の方の知恵を活かした環
境教育を実践し、子どもたちの健全な育成と地域活性化
に貢献されています。大台町は、ユネスコエコパークの
町として、地域資源を最大限に活用し、持続可能な地域
づくりを目指す大西校長と大杉谷自然学校の挑戦に大き
な期待を寄せ、応援しています。

授業風景。新卒で経験もなかった大西さんにとって活動はいつも
手探りだった

事務室にて。フィールドスタッフの張さん（右）は中国か
ら来日し 15年目を迎えた
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お
お
ち
ゃ
ん

お
お
ち
ゃ
ん

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　

青
森
県
東
部
に
あ
る
東
北
町
は
、
豊
か
な

恵
み
を
育
む
県
内
最
大
の
湖
「
小
川
原
湖
」

が
有
名
で
す
。
東
北
町
で
は
、
町
の
魅
力
を

発
信
す
る
た
め
に
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
制

作
す
る
こ
と
と
な
り
、
町
内
各
所
に
投
票
箱

を
設
置
し
て
公
募
し
ま
し
た
。
13
種
の
デ
ザ

イ
ン
候
補
の
中
か
ら
選
出
、
名
称
も
公
募
で
決

ま
り
、「
し
じ
み
ー
る
」
が
誕
生
。
2
0
1
4

年
3
月
28
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
未
来

館
で
お
披
露
目
と
な
り
ま
し
た
。「
し
じ
み
ー

る
」
は
、
特
産
品
の
「
し
じ
み
」
を
メ
イ
ン
の

モ
チ
ー
フ
と
し
、
頭
の
上
に
は
全
国
一
の
漁
獲

量
を
誇
る
「
わ
か
さ
ぎ
」、
体
は
「
小
川
原
湖
」

と
農
産
物
豊
か
な
大
地
を
表
し
て
い
て
、
手

に
は
「
マ
リ
モ
」
の
ス
テ
ッ
キ
を
持
っ
て
い
ま

す
。
東
北
防
衛
局
主
催
の
「
日
米
交
流
ひ
な

祭
り
」
や
毎
年
11
月
に
開
催
す
る
「
生
き
活

き
産
業
文
化
ま
つ
り
」
等
、
町
内
で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
東
北
町
の
知
名
度

ア
ッ
プ
の
た
め
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

岩
手
県
三
陸
沿
岸
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
大
槌
町
。
大
槌
湾
に
ぽ
っ
か
り
と
浮
か

ぶ
「
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
と
呼
ば
れ
る
「
蓬
莱
島
」

が
あ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
槌

町
で
は
、
町
の
活
性
化
を
め
ざ
す
一
環
と
し

て
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
一
般
公
募
を

実
施
し
、
1
9
9
3
年
11
月
28
日
に
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
制
定
し
た
後
、
愛
称
も

募
集
し
、
1
9
9
4
年
1
月
21
日
に
「
お
お

ち
ゃ
ん
」が
誕
生
し
ま
し
た
。町
名
の
イ
ニ
シ
ャ

ル
「
O
」
と
「
槌
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
、
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
と
素
敵
な
心
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
、
町
民
が
協
調
の
輪
を
大
き
く
広
げ

飛
躍
す
る
姿
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
町
民
か

ら
も
親
し
ま
れ
、
活
躍
し
て
い
た
「
お
お
ち
ゃ

ん
」
で
す
が
、
2
0
1
1
年
の
東
日
本
大
震

災
で
行
方
不
明
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

2
0
1
3
年
11
月
29
日
に
無
事
復
活
を
遂
げ
、

特
別
住
民
票
も
再
交
付
。
今
も
大
槌
町
の

P
R
の
た
め
、
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

7
月
20
日
生
ま
れ
。
身
長
1
8
0
cm
、
体
重
ホ
タ
テ
90
枚
分
。
特

技
は
ダ
ン
ス
と
ほ
た
て
貝
の
積
み
上
げ
。
趣
味
は
猿
払
村
ぶ
ら
り

旅
。
猿
払
村
の
肉
厚
ほ
た
て
と
さ
る
ふ
つ
牛
乳
が
大
好
物
。
恥
ず

か
し
が
り
屋
だ
が
、
村
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
。

小
川
原
湖
の
妖
精
。
や
ん
ち
ゃ
で
負
け
ず
嫌
い
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ

と
寂
し
が
り
屋
。
人
と
の
出
会
い
が
好
き
で
、
特
に
子
ど
も
が
大

好
き
。
趣
味
は
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
温
泉
巡
り
、
食
べ
る
こ
と
、

泳
ぐ
こ
と
、
お
散
歩
。
東
北
町
の
観
光
P
R
を
仕
事
と
し
て
い
る
。

1994年1月21日生まれ。性別・年齢は不詳。
イベント等で、子どもたちと触れ合うのが
大好き。被災から復活までの約2年8カ月の
間、日本全国をめぐり、大槌町を支援して
いただいた方々に感謝の旅を続けていたら
しい。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
す
る
日
本
最
北
の
村

で
あ
る
猿
払
村
は
、「
ほ
た
て
」
の
産
地
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
2
0
1
3
年
に
開
村

90
周
年
記
念
事
業
の
一
環
で
ご
当
地
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
公
募
を
実
施
し
、
応
募
総
数

1
3
1
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
誕
生
し
た
の

が
「
さ
る
っ
ぷ
」
で
す
。
村
名
に
ち
な
み
「
猿
」

が
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
て
、
村
特
産
品
「
ほ

た
て
」
を
模
し
た
王
冠
を
か
ぶ
り
、「
ほ
た
て
」

の
形
を
し
た
マ
ン
ト
を
身
に
着
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
猿
払
村
が
酪
農
業
も
盛
ん
で
あ
る
こ

と
を
表
す
た
め
、
全
身
の
模
様
は
「
牛
柄
」

で
す
。
同
年
7
月
に
開
催
さ
れ
た
「
観
光
ま

つ
り
」
に
て
お
披
露
目
と
な
り
、
ぬ
い
ぐ
る

み
や
L
I
N
E
ス
タ
ン
プ
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

グ
ッ
ズ
展
開
も
し
て
い
る
「
さ
る
っ
ぷ
」。
世

界
中
の
人
に
猿
払
村
を
知
っ
て
も
ら
い
、
好

き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
村
内
外
の
イ

ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
な
が
ら
、
日
々
猿
払
村

の
P
R
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
る
っ
ぷ

さ
る
っ
ぷ

し
じ
み
ー
る

し
じ
み
ー
る

Vol.191

北
海
道
猿さ

る

払ふ
つ

村む
ら

岩
手
県
大お

お

槌つ
ち

町ち
ょ
う

青
森
県
東と

う

北ほ
く

町ま
ち

東
北
町
P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

猿
払
村
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

大
槌
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

青森県東北町

岩手県大槌町

北海道猿払村
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地方公共団体金融機構

JFMでは資金調達や資金運用等について
出前講座・実務支援（個別相談）を実施しています

出前講座

実務支援（個別相談） 

自治体ファイナンス・アドバイザー（金融機関・自治体出身のJFM職員）等が
地方公共団体の費用負担なしで資金調達や資金運用についての講義やアドバイスを行います。

✓　�自治体ファイナンス・アドバイザー等が、実際に地方公共団体を訪問し団体の要望に応じた時間、場所、
内容で講義を実施します

✓　方法は対面・オンラインどちらでも対応可能です

✓　�自治体ファイナンス・アドバイザー等が資金調達や資金運用などに関する具体的な課題や疑問の解決に�
向けて専門的なアドバイスを実施します

✓　方法は電話、メール、オンラインのほか現地での相談にも対応します

▼主なテーマ

●支援の詳細や実施までの流れは機構Webサイトでご確認ください。
　https://www.jfm.go.jp/support/development/index.html

電話・メールで申込を受付しています
お気軽にお問合せください

▶▶▶
金融についての小さな疑問でもお気軽にご相談ください。
Webサイトに過去の相談事例を掲載しています。こちらもご覧ください。  

資金調達
●地方債の金利の見方
●銀行等引受債の借入交渉のポイント
●住民参加型市場公募債

金融・経済
●銀行の現状と指定金融機関
●日本経済と金利の動向

相談事例
・金利見直し方式のメリットやデメリットは？銀行等とどう交渉すればよいか？
・債券による運用を始めるための体制整備を進めたいが、助言をもらえないか？
・金融機関から手数料引き上げについて依頼があったが何か特別な背景があるのか？

JFM　出前講座/実務支援 検索

地方支援部ファイナンス支援課
☎ 03-3539-2677　✉ finance@jfm.go.jp

財政関連
●財政分析と地方債管理
●財政収支見通しと人件費の長期推計
●公営企業改革と公営企業決算の見方

資金運用
●資金運用のリスクと管理
資金運用の法令と運用商品、預金の商品性とリスク
管理、債券の商品性とリスク管理、債券運用の手法
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川
棚
町
は
、
長
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に

位
置
し
、
大
村
湾
に
面
し
た
自
然
豊
か
な

町
で
す
。
穏
や
か
な
海
と
緑
深
い
山
々
に

囲
ま
れ
、
四
季
折
々
の
風
景
が
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。
朝
、
湾

を
渡
る
や
わ
ら
か
な
光
を
眺
め
る
と
、
こ

の
町
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
の
幸
せ
を
し

み
じ
み
と
感
じ
ま
す
。

川
棚
町
は
決
し
て
大
き
な
町
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
小
さ
さ
こ
そ
が

魅
力
で
も
あ
り
ま
す
。
町
を
歩
け
ば
顔
見

知
り
に
出
会
い
、
声
を
掛
け
合
い
、
自
然

と
会
話
が
生
ま
れ
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
が
支
え
合
い
、
助
け
合
い
な
が

ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
姿
は
、
ま
さ
に

笑
顔
あ
ふ
れ
る
町
の
姿
そ
の
も
の
で
す
。

川
棚
町
と
い
え
ば
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ

の
が
大
村
湾
の
穏
や
か
な
景
色
で
す
。
波

静
か
な
内
海
は
、
昔
か
ら
人
々
の
暮
ら
し

を
支
え
て
き
ま
し
た
。
夕
暮
れ
時
、
海
面

が
茜
色
に
染
ま
る
光
景
は
、
何
度
見
て
も

心
を
打
た
れ
ま
す
。
湾
を
渡
る
風
は
や
わ

ら
か
く
町
全
体
を
や
さ
し
く
包
み
込
ん
で

い
る
よ
う
で
す
。

私
の
幼
少
期
の
思
い
出
も
、
こ
の
豊
か

な
自
然
と
と
も
に
あ
り
ま
す
。
休
み
の
日

に
は
、
海
、
山
、
川
を
遊
び
場
に
し
て
、

夕
方
ま
で
夢
中
に
な
っ
て
駆
け
回
っ
て
い

ま
し
た
。
魚
釣
り
を
し
て
、
ク
ワ
ガ
タ
を

探
し
、
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
笑
い
合
っ
た

日
々
。
あ
の
頃
の
町
に
は
、
子
ど
も
た
ち

の
声
と
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
、
同
じ
場
所
を
歩
い
て
も
、
外

で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
と
は
い
え
、
あ
の

に
ぎ
や
か
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ

た
こ
と
に
、
少
し
寂
し
さ
を
覚
え
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
い
つ
か
再
び
子
ど
も
た
ち
の

声
が
響
く
町
に
な
っ
て
い
く
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
町
は
戦
時
中
、
海
軍
の
工こ

う

廠し
ょ
うが
置
か
れ
た
軍
需
の
拠
点
と
し
て
栄

え
、
最
盛
期
に
は
人
口
、
三
か
ら
五
万
人

を
数
え
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
歴

史
を
今
に
伝
え
る
の
が
、
大
村
湾
に
浮
か

ぶ
片
島
に
残
る
片
島
魚
雷
発
射
試
験
場
跡

で
す
。
旧
日
本
海
軍
の
魚
雷
発
射
試
験
が

行
わ
れ
た
施
設
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

の
桟
橋
や
発
射
台
跡
が
今
も
残
っ
て
い
ま

す
。
静
か
な
海
に
囲
ま
れ
た
遺
構
に
立
つ

と
、
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

過
去
の
出
来
事
に
思
い
を
は
せ
る
と
と
も

に
、
今
こ
う
し
て
穏
や
か
な
日
常
を
送
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
川
棚
町
の
誇
り
は
豊
か
な
特

産
品
に
も
あ
り
ま
す
。
太
陽
の
光
を
た
っ

ぷ
り
浴
び
て
育
つ
小
串
ト
マ
ト
は
、
甘
み

と
旨
味
、
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
食

卓
を
鮮
や
か
に
彩
り
ま
す
。
み
ず
み
ず
し

い
ひ
と
玉
に
は
、
生
産
者
の
丹
精
と
愛
情

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
十
回

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
し
た
長
崎
和
牛
の
産
地
で
あ

り
、
き
め
細
か
な
脂
身
と
や
わ
ら
か
な
肉

質
が
特
徴
で
、
特
別
な
日
の
食
卓
を
豊
か

に
し
て
く
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
村
湾
で

育
ま
れ
た
ナ
マ
コ
は
、
身
が
し
ょ
っ
ぱ
く

な
く
、
非
常
に
や
わ
ら
か
く
、
特
有
の
コ

リ
コ
リ
感
と
深
い
旨
味
が
特
徴
の
冬
の
高

級
食
材
で
す
。
こ
れ
ら
の
特
産
品
は
、
川

棚
町
の
自
然
の
恵
み
と
携
わ
る
方
々
の
努

力
の
結
晶
な
の
で
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
六
十

歳
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
、
健
康
の
あ
り

が
た
さ
を
い
っ
そ
う
実
感
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
徒
歩
で
通
勤
し
、

一
日
八
千
歩
を
目
標
に
歩
い
て
い
ま
す
。

川
棚
町
の
中
心
部
は
比
較
的
平
坦
な
道
が

多
く
、
海
辺
や
町
な
か
を
無
理
な
く
歩
け

る
の
も
あ
り
が
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
毎
日

行
き
違
う
車
の
流
れ
と
す
れ
違
う
方
々
と

交
わ
す
挨
拶
も
ま
た
、
自
然
と
笑
顔
を
生

み
ま
す
。

歩
い
て
い
る
と
、
車
で
は
気
づ
か
な
い

小
さ
な
発
見
が
あ
り
ま
す
。
道
端
に
咲
く

草
花
、
田
ん
ぼ
で
作
業
を
す
る
人
の
姿
、

遠
く
か
ら
聞
こ
え
る
工
場
の
音
。
何
気
な

い
日
常
の
風
景
が
、
ゆ
っ
く
り
と
胸
に
染

み
込
ん
で
き
ま
す
。

自
然
の
中
で
遊
ん
だ
幼
い
日
の
記
憶
、

歴
史
を
物
語
る
遺
構
、
そ
し
て
今
も
変
わ

ら
ぬ
人
の
温
も
り
。
川
棚
町
に
は
過
去
と

現
在
が
静
か
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
健
康
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
こ
の

町
の
風
景
を
一
歩
一
歩
、
歩
き
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

穏
や
か
な
海
と
山
に
抱
か
れ
た
川
棚

町
。
小
さ
な
町
で
す
が
、
そ
こ
に
は
大
き

な
歴
史
と
豊
か
な
暮
ら
し
が
あ
り
ま
す
。

人
と
人
と
が
支
え
合
い
、
自
然
と
と
も
に

生
き
る
こ
の
町
が
、
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
あ

ふ
れ
る
町
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、
お
立
ち
よ
り
く
だ
さ
い
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
川
棚
町

波は

戸と

　
勇い

さ

則の
り

長
崎
県
川か

わ

棚た
な

町
長

川棚町公式キャラクター
「クジャック」

2026年（令和 8年） 5月18日　16第3359号
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